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第二十二国立銀行に関する一考察
預貸金と初期産業金融の特徴
坂　　本 忠 次
1　問題の意義と限定
　本稿は，明治10年代，20年代の岡山県産業金融財政史において重要な位置
と役割を占めた岡山第二十二国立銀行（以下，二十二国銀と略称する）に関す
る一考察である。周知の通り，第二十二国立銀行は，1877（明治10）年11月15
日岡山区船着町（現岡山市）に明治初期士族授産事業の一環として開業し，
1897（明治30）年1月1日国立銀行の満期処分によって国立銀行から普通銀
行（株式会社二十二銀行，大正12年11月安田銀行に合同）に継承された銀
行である。この国立銀行（ほかに第八十六国立銀行）の従来の研究につい
ては，①明治中期までの岡山県下の近代産業資本確立に果たす役割がきわ
めて大きいにもかかわらず，従来郷土史家などの手による以外には専門の研
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）究者の手によってはふれられていない，②これまで銀行の考課状その他基本
的な史料が検討されないままで，その業務内容の実態は不透明なままに残さ
（ユ）国立銀行の研究については，大内力編『国立銀行の研究』東京大学出版会，1963年
　ほか戦後個別論文が多数出た。信用理論研究会編『信用論研究入門』有斐閣，1981年，
　には「初期における国立銀行制度論や設立主体の研究から…多様な問題意識に応じて
　個別銀行史ないしは地域金融研究へ…深まった」（307ページ）と記している。第二十
　二国立銀行については，岡長平『岡山経済文化史』初版1929年，復刻版1977年，歴史
　図書社，　『岡山市史』産業経済編，1966年，　『岡山県政史』明治・大正・昭和前期編
　1967年，　『岡山金融経済史』日本銀行岡山支店，1972年，などにふれられている。
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れていた！2）ことを指摘できる。もっとも，近年地理学の分野にお』いて，石田寛
教授らによって，岡山県下の綿作地域の形成と紡績業の発達並びに同銀行との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）関連が検討され始めていることは注目されておいてよいところであろう。
　こういつた研究状況の現状をふまえて，筆者が岡山県近代史研究を進めて
ゆく上で，日頃考えており，また，限られた紙面ではあるが本稿で，可能な
限りで解明したいと思っている問題意識を記してお』こう。元来アメリカの州
　　　　ナショナルロパンク　　　　　　　　　　　　コ　　う　　　　　コ
法銀行→国法銀行の名称をそのまま日本語に翻訳し輸入したとされるわが国
の国立銀行（国立銀行条例にもとずいて設立された銀行）研究における財政・金
融論上の理論問題としては，原二期における公信用機能の展開一いわゆる「準
　　　　　　　　　　　　　〔4）備金」や「貸手としての政府」一が，明治10年代初頭までに各地に籏生した国
立銀行の諸機能一不換紙幣としての国立銀行券の発行と流通一を通じて，明
治10年代から20年代における地域金融政策としてどのようにあらわれたかを
検証してゆく課題があるだろう。
　このようなわが国原蓄期以降の発券制度のあり方や公信用機能の展開をめ
ぐる財政金融政策上の基本問題を念頭に置きつつも，当面のわれわれの課題
設定は，原蓄二一産業資本確立期における地域産業金融史の一局面に限定さ
れなければならない。
　第1は，元来，国立銀行は，維新変革後の旧華族・士族らの救済をめざし，
華士族らの手によって行われた士族授産事業の一環とされているが，岡山第
二十二国立銀行の場合その設立と運営に参加した役員並びに株主層の実態は
どうだったのか。そこに，当時の豪農（地主層），豪商を含む平民層はどこま
で参加したのか。
（2）石井寛治「地方銀行の成立過程」『地方金融史研究』第3号，全国地方銀行協会，19
　70年，所収，の別表統計参照。
（3）石田寛馳域形成と紡績会社群像」『地域一その文化と自然』石田寛教授退官記念事
　業会編，福武書店，1981年，所収。谷川達海と岡山紡績所金融の関係にふれている。
（4）高橋誠『明治財政史研究』，青木書店，1964年，第2章参照。
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　第2に，この点と関連して，地租改正以降の県下の地主層の米穀販売や明
治10年代を中心とした貸金（高利貸を含む）の活動や土地集積との関係。そ
うじて，当時の岡山県下の同行にあらわれた初期資金需要については，「一般
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）企業の発達とは無関係に設立され……資金需要は低調」（『岡山金融経済史』
102ページ）との指摘もあるが，その実際はどうだったのか。
　第3に，いわゆる「池田三三大事業」（岡長平）をはじめとする高崎県政下
の殖産興業諸政策一士族授産事業一日中で，比較的成績がよく「企業」とし
て持続し得たのは国立銀行と紡績業のみ（『岡山県政史』57ページ）とも云わ
れているが，草創期の岡山紡績所・玉島紡績所を中心とした同行の地域産業
資本＝紡績資本確立に果たした役割を解明しておく必要性。
　第4に，同行の営業成績は，明治10年代の松方デフレ不況後の1886（明治
19）年頃から1893（明治26）年頃にかけて，また，日清戦争後満期に至るま
で「順調ナル発達」（『株式會社工十二銀行沿革誌』大正12年10月31日稿）を
したことが指摘されているが，その業務実態はどうだったのか。そうして，
満期後の1897（明治30）年3月，株式会社中国銀行（明治29年1月，資本金
60万円で設立）を合併し1899（明治32）一一1900（明治33）年資本金総額！50万
円と「地方銀行中屈指」（同上『沿革誌』）の大資本を擁するに至った同行が，
何故日清戦後の不況過程とりわけ1901年の恐慌を通じていっきょに経営の悪
化をもたらし，都市大銀行（安田系）の資本系列に入るなど銀行経営の脆弱
性を露呈するに至ったのか，などの論点の解明の課題があろう。
　だが，上記のような課題を設定したとしても，筆者の能力，及び現存の考
課状など資料上の制約，並びに，紙数上の制限があることなどから，本稿は，
創立時から1892（明治25）年頃までの本行の預貸金の動向と初期産業金融の
特徴を中心とした一考察にとどめ，より立ち入った検討には他日を期したい
と思う。
（5）原本は，富士銀行本店所蔵（ペン書き）。ほかに印刷本及び写真帖などがある。
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II　営業の動向と預貸金の構造
　1）創立と役員・株主の動向
　国立銀行の創立，展開，満期処分に至るまでの全生涯は，『明治財政史』第
13巻（1927年刊）によると，3つの時期に区分されている。それは，
　第1期　1872（明治5）年11月国立銀行条例が制定され，第一国立銀行な
　　　　　ど4行が開業した時期
　第2期1876（明治9）年8月同条例が改正され，その後全国に150以上の
　　　　　国立銀行が籏生した時期
　第3期　1883（明治16）年国立銀行条例が再び改正され，新たに設立され
　　　　　た日本銀行のもとで各国立銀行発行紙幣の錆却が進められ，また
　　　　　国立銀行の営業期間を免許後20年と定めてから満期処分完了（18
　　　　　99年2月）に至るまでの時期
である。岡山県下の二つの国立銀行が設立され，営業を開始したのが上記の
うちの第2期から第3期にかけてであった。
　大久保（利通）大蔵卿のもとで，太政官札をはじめとする各種紙幣の整理
による通貨価値の安定をめぎし制定された当初の国立銀行条例（1872・明治
5年11月）は，国立銀行資本金の40％を正貨をもって出資するという厳しい
条件があり，一方，一般民衆は当初国立銀行に寄りつかず様々なネックに当
面していた。こういつた中で，大隈（重信）大蔵卿による国立銀行条例の改
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）正は，金融政策の基調を「通貨価値安定から通貨供給増大へと根本的な転換」
をとげる結節点となった点が指摘されている。そこには，金禄公債条例（明治
9年8月）を通ずる華士族家禄処分＝金禄公債制度の採用によって，「金融疏
通」政策を進め民間資本の動員を図らんとする大隈の積極財政への転換が明
（6）この点をいち早く指摘された業績に，田中生夫「大隈重信の金融疏通政策一明治九
　年国立銀行条例改正の意義一」『バンキング』183，1963年がある。なお，中村尚美『大
　隈財政の研究』校倉書房，1968年，第1章を参照。
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らかに認められるところだろう。
　こういつた情勢の中で，岡山県下でも，条例制定後の1877（明治10）年2
月下旬，旧岡山藩士族花房二連，村上長毅，河原信可，杉山岩三郎，新庄半信
及び旧藩御用商人ら7名が協議し，岡山縣を通じて「国立銀行創立之儀二付御
　（7）
願」を大蔵卿大隈重信宛に提出した。大蔵省は同年8月11日創立を許可し，
同銀行は，定款等を決め，11月15日備前国御野郡船着町71番地にて開業した
　　　　　　　　　　　　　（8｝（開業式は明治12年4月20日）
　一方，高梁の第八十六銀行からも，翌1880（明治11）年2月16日付で，旧
高梁藩主の板倉勝弼，同士族堀周平ら5名による同様の「御願S9）が出され
（同3月5日大蔵省達），同年5月21日に大蔵省より認可され，資本金8万円を
もって備中国上房郡高梁市街にて業務を開始した（5月1日開業式）。
　いま，創立謹書（9月21日付）に記された創立時の株主と引受株数及び金
額をみると，創立時（明治10年9月2！日の定款作成時）には，元備前岡山藩主池
田慶政をはじめ前藩主池田茂政，池田章政の池田家の3名（いずれも華族で東
京府在住）が株数620株，出資金額で当初予定資本金5万円のうち3万1，000円
と株数・金額で6割余（62％）を占めた。つづいて士族池田家元家臣新庄厚信
（岡山県権令，のち岡山紡績会社社長，二代岡山市長など），河原信可（楷三門社
からのち大阪商船社長へ）池田家支配入の桑原越太郎，武田鎌次郎，及び平民
の廣岡久右衛門（大阪府の豪商で，加島銀行頭取，岡山大蔵省為二方，岡山県
公金御用掛をつとめていた）の5名が各60株，3，000円つつで計30％，士族花房
三連，平民橋本藤左衛門（兵庫県の船問屋・楷行會社を経営），士族杉山岩三郎
及び村上長毅（下級士族の代表）の4名が計60株（4，000円）で1割弱（8％）
を占めた。
（7）岡山縣史料36－2，国立公文書館蔵。
（8）岡長平「おかやま明治百年史」夕刊岡山，1967年8月24日号。開業式が遅れたのは
　増資の払込完了を待っていたからだとしている。
（9）岡山県史料，41－2
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　銀行の役員は，定款によって定められ，初代頭取には，花房端連，取締役
に新庄厚信，河原信可，廣岡久右衛門，橋本藤左衛門，支配人には，村上長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛10）毅（明治16年，二代目頭取となる）が選ばれている。東京在住の池田家は，当初の
筆頭株主であるにもかかわらず第十五国立銀行の経営にかかわり（池田章政
が明治11年創立後頭取），関東地方の鉄道投資をすすめるなど岡山の第二十二
国立銀行の経営には直接タッチしていない。役員職員計14名であった騨
　改正国立銀行条例のもとで，二十二国記は，当初資本金5万円の10分の8
に該当する公債証書を抵当として大蔵省から同額の（実際には3万9，000円）
銀行紙幣を受け取り民間に流通させた。資本金の残り10分の2の政府紙幣を
通貨の引換準備とした。しかし，1880（明治11）年1月13日の第2回株主総
会にて，開業40余日で資金需要が大きく5万円の資本金ではとうてい資金需
要に応じ切れないとして資本金をあと35万円増額することを決議し大蔵省に
　　　　（12）
申請した。しかし，不換紙幣のこれ以上の増発を懸念していた大蔵省の同意
は直ちには得られなかった。5月2日臨時株主総会で，とりあえず12万円
（2，400株）の増額を申請することを決め，許可されて6月までに17万円とし
た。その後，大蔵省から紙幣発行権を9万6，000円に削減されて漸く許可され，
「金禄公債証書」交付後追品分13万円の追加分の払込を求め，資本金30万円
（6，000株）とした。
　当初ミ官員銀行”と云われた通り，庶民からはなじみにくかったが，増資
期間中に上道郡西大寺村（岡山市西大寺）及び浅口郡阿賀崎村（倉敷市玉島）
に各出張所を設けた。これらの地は，瀬戸内に面し藩政時代から商品経済の
（10）岡山県商法會議所は1879（明治22）年12月14日，第二十二国立銀行内に設けられ，
　初代会頭杉山岩三郎（のち筆頭株主），副会頭村上長毅（当初支配人，明治16年より2
　代頭取），二代会頭に花房端連（初代頭取）が就任するなど，二十二国銀の役員は，岡
　山県初期経済界と人的にも不可分の関係にあった。二十二国銀の頭取は，三代香川眞一
　（明治27年一），四代新庄厚信（明治29－34年）である。
（11）池田家文庫資料によると，このほか，第十五国立銀行差押訴訟問題等もあった。
（12）同上，「第二十二国立銀行格段決議要件録」（明治11年1月13日，花房巨川記録）による。
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発達が比較的早かったこと，とくに玉島港は，高梁川下流に位置し，旧高梁
藩の外港で，肥料・米その他の物産の移出入がきわめて高い商業港としての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）機能を有していたこと，を反映したものだろう。阿賀崎出張所は翌1879（明
治12）年3月昇格して玉島支店と改称し，難波二郎三郎が支店長に推された。
しかし，西大寺出張所の業績はふるわず，後廃止した。
　一方，同年の5月末に，大蔵省より「美作国一般税金為換御用（公金取扱）」
の仮命令（6月25日正式命令下付）が出たのを機に，津山町に支店を開設し
た。支店長には八塔寺（現吉永町）の三村久吾（県会議員，自由民権家として国会
開設請願運動に参加）を送りこんだ。しかし，津山では，！879（明治12）年12月
25日，民間の普通銀行である津山銀行が創立され，二十二国銀の営業は振る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）わず1882（明治15）年5月これを廃止した。県下では，この頃1880（明治13）
年に小田郡笠岡村（笠岡市）で明十銀行（4月）が，阿賀崎村（倉敷市玉島）
で甕江銀行（5月）などが創立している。
　1882年11月，これに代って「大阪表（二時ノ呼称）二為替資金ノ融通二便
スル目的ヲ以テ」（『沿革誌』）大坂（阪）支店を設置した。
　創立後の株主構成（身分別）の変化を1878年上半期（第2回）と1887年上
半期（第20回）を例に整理してみたものが第1表である。池田家（華族）は，
増資まで大株主で以後持株の比重を減じ，とくに，松方財政下の紙幣整理・
デフレ不況後の1887（明治20）年上半期には急激に減退し，代って下級士族
及び商業者，農業者（地主層），工業者，その他平民の比重が急速に増大し持
（13）第4回実際考課状には，「本支店景況」について，「岡山地方輸出ノ産物米穀綿木綿
　或ハ小倉織畳表ノ如キ皆以テ巨大ノ商業ヲ興スニ足レリ　故ヲ以テ我力業務滋々急心ヲ
　要セズ着実ヲ主トシ勘精華マズ彌世上ノ信悪ヲ得バ公益ヲ開キ螢業ヲ撞張スル遠キニ
　ァラサルベシ　玉島津山両支店ノ如キハ開業日尚ホ浅ク成蹟上記スヘキナシト錐モ玉島
　ハ…津山二比スレバ梢三業ノ進捗ヲ見ルが如シJと記している。
（14）　『沿革誌』には，津山支店を廃止した理由として「■t然ルニ比地累月二位シ資金移
　滝上ノ不便勘ナカラサルヲ以て十五年五月之レヲ撤廃」と述べている。美作地方の経
　済力の相対的低さとみるべきか県南・県北の政策格差とみるべきか。
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第1表　銀行株主構成の変化　　（明治11年6月，明治20年6月）
1878（明治11）年6月 ！887（明治20）年6月
華族 士族 平民 計
持株数
@　（比率） 華族 士族 平民 計
持株数
@　（比率）
500株以上 1 1
1、9麟56．訴
1 1
　　株　　％1，141（19．0）
400～499
200～3992 2 416（12．2） 2 2 559（9．2）
100－199 3 3 318（5．3）
70～　99 6 2 8 655（10．9）
50～　69 7 3 10 600（17．6） 1 6 2 9 513（8．6）
30－　49 2 2 80（2．4） 12 5 17 636（10．6）
10～　29 6 12 18 255（7．5） 56 27 831，231（20．5＞
10株未満 3 3 3（0．0） 197 28225 957（16．0）
?
計　　3　13　20361　3，400（　100）　i　ll　2801　671　3481　6，000（　100）
うち県内，
県外の人数
（O，3）1（12，1）1（12，8）F　（24，12） （o，Dl（272，s）1（se，17）1（322，26）
注）1．以下，の表は『第二十二国立銀行創立・増株言登書』及び『各半季（期）実際報告』
　　　（考課状）により作成。竜王会館蔵・野崎家文書及び岡山市立図書館蔵「二十二銀
　　　行関係書類」による。
　　2　各個人の持株数合計は増加予定株数と一致せず，比率は増加予定株数に対するも
　　のである。
　　3　1株＝50円である。
株の大衆化が進んだ。前掲杉山岩三郎（御野郡北方村＝現岡山市の士族で実業家）
は，1883（明治16）年上半期442株（2万2，100円）で筆頭株主に，児島郡味
野村二二市児島）の塩田地主野崎武吉郎も60株3，000円を有した（明治12年
上半期から）。伊原木懸子，佐藤栄八，服部平九郎，服部平五郎，馬越恭平ら
県南の地主層及び産業資本家の名前が明治20年代初頭までに株主名薄に登場
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　　　（15）
するが，倉敷町（倉敷市）の大橋大原，林（醇平）らの参加は見られない。
　県外株主では，大坂（阪），兵庫，東京，愛媛などで一部の旧池田藩士族
をのぞき平民の参加が多い。
　株主の県内地域分布の特徴をみると，7割が岡山区に集中し残りは県内19
郡に黙していた（1轣{掴銀。よ，8割以上が上房鵬梁野駆に集中）。
　2）預り金の構造
　二十二国銀の当初の営業科目は，『沿革誌』によると，「貸付金，割引貸，
當座預金，定期預金，振出手形，公債証書遮光，諸証券保護預リノ七種」と
なっている。まず，主要勘定のうち銀行の受信業務の中心をなす諸預り金の
構造からみよう。分析に際してまず注意しておくべき点は，今までに発堀さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　anれた現存の考課状には限りがあり資料上の制約があること，またいま一つは
明治初期の各国立銀行の半季（期）実際報告の銀行薄記は，改正国立銀行条
例施行以降国立銀行の満期に至るまで，大蔵省の方針に基づき当時のイギリ
スの銀行註記をモデルにとり，通常の場合と借方，貸：方の位置が左右逆にな
　　　　　　　　　　（18）
っていることである。参考までに，本行の第1回半季（期）実際報告（第1
回は明治10年11月15日越ら同年12月31日までの1ヵ月半の営業成績）をみて
おこう。第2表がこれを示しており，これが「岡山に於ける薄記記帳の第一
　（19）
号」と呼ばれたものである。左に負債（諸預金，発行紙幣）・資本金（株金）
（15）太田健一『日本地主制成立過程の研究』福武書店，1981年，415ページ。同氏は明治
　20年代を「地代の資本への転化」の時期ととらえている。
（16）岡山県統計書，明治16・一19年。
（17）本稿に用いた銀行考課状は，岡山大学附属図書館蔵・池田家文庫，竜王会館蔵・野
　崎家文書，岡山市立図書館所蔵史料などを用い，不足分は，山陽新報（明治12年～）
　及び中国民報（明治25年～）現存分の広告らん記載の半季実際報告によって補足した。
　野崎家文書の閲覧については，太田健一氏の労を煩わした。なお，岡山県統計書の記
　載は属地主義（管内・管外）で本支店別が分らず，岡山県勧業年報（明治15年，第5
　回より現存）の記載は簡略なので，いずれも採用していない。
（18）片野一郎『日本・銀行会計制度』全国地方銀行協会，1976年，第3章。
（19）岡長平，前掲「おかやま明治百年」による。
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借　方
第2表　第1回半季實際報告 （日月治10年12月31【ヨ）
　　　　　貸　方
摘　　　要 金　　　　　額 摘　　　　　　要 金　　　　　額
人民ヨリ借
@発行紙幣
@定期預金
^座預金
U出手形
@’．’　山帰　A@澗’疋頂重
　　　円
R9，054，000
Q1，500，000
V，892，000
@850．000
??ｿ1751）　，）v曲　響
　政府へ貸
@紙幣抵當公債証書
@諸公債証書
@人民へ貸
@　貸附金
@△R4二旨【ニーfご腸ηP　蜘」”旧例
　　　11】
S1，632，363
P，188，500
T8，434，076
株主ヨリ借
　株　　金
損益勘定
當期利益金
50，000．OOO
4，173．605
地　　所
家作土蔵
什　　器
創立入費
金銀有高
1，440．000
1，260．000
　200．179
2，270．802
25，845．418
? ←??? 132，271．356
? ???
132，271．356
岡山第二＋二國立銀行頭取花房　二連
　　　　　同　　　　支配人村上　長毅
・収益金（当期損益金），右に資産（諸貸付金，銀行所有物等）が計上されて
いる。
　銀行の諸預り金には，第3表にみる通り，官公預金と人民預金とがあった。
官公預金は，国からの支出金や国税県税等の公的な資金の一時的な預り（預
託），公金の為替送金業務などを行うためのもので御用諸預金と呼ばれてい
る。二十二国銀の官公預金には，革三期の第1期から御用預金，御用定期預
金，御用当座預金，御用約定預金，御用別段預金などの勘定が見られ，第2
期の1883（明治16）年後半期からは国庫預り金の勘定（日本銀行ヨリ借）が
見られる。
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第3表　諸預金及び諸貸付金等の動向 （単位円，以下四捨五入）
1878 18791881 1883 1884 1885 18861887 1890 1892 1894
明治11年上明治12年上 明治14年下 明治16年上 明治17年上明治18年上 明治19年目 明治20年上明治23年下明治25年上 明治27年上
官　公　預　金　〔1） 42000　， 1β685ユ，53922，318136，19920L955296，260267544　　， 75，533 94，629 355，411
うち御　用　諸　預　金 42，0001β6851，53922，318112，938137，365 153，405 142，408 75，533 94，629 355，411
国　庫　　預．　金 23，255 64，590 131，759 125，136
人　民　諸　預　金　〔2） 53124　¶ 189，74ユ124，893101，708172，4361 8，314 150，350 386，747269，146336，85395，390
うち定　　期　　預　　金 34，205 16，490 6，789 14，32124，60425，326 47，735 103，23559 9 3
当　座　　預　　金 4，49117195　， 124893　　， 46，797114，184 142，160 97，055 169，027 156，805 123，428
｝395・39・
約定及び貯蔵預金 14，428 156，056 47291　， 43220　「 484 706 『 4，952 25，261
別　段　　預　　金 831 7111，066 1，937169，9854，154 28，231
振　　出　　手　　形 250 1，35518，13516729　1 16，108 32，73718455　¶ 15，082 25，765ユ20
預金合計（3｝＝｛1）＋（2） 95，374192964　　， 194，567 140，755324，743 403，006 465，065669，373370，44438，602750β01
人民諸貸付金（4｝ 108，257169420　　， 277，924321，33947，683 379，583 376，079 480，0885 7，742711，4968561229
うち貸　　　付　　　金 108，257169420　　， 255，575285，712 280，039258，800 239，46633 ，171328，674395，552
当　座　　貸　　越 19，080 30，224 52，054 40，684 20，20359941　， 146，266 92，524
｝751・64
期二二及び滞貸付金 3，269 3β4313，555 15，9939，858 12，845 10，96519，160
割　　引　　手　　形 2，060 2，03564，106 106，55273，13191，837 168，460
荷受為替手形 （432） （250） （650） （998）35，800
｝1・4，865
預貸率謝，謝 2．04P．14 0．89O．88 2．23P．43 3．16Q．28 2．02P．07 2．26O．94 2．50O．81 1．24O．72 2．15P　56 2．11P　62 2．17P　14
政　府　諸　公　債 167，563316，353 359，360312739　　， 394β48395，361468280　　， 529，549 436，081 467，641 578，812
紙　幣　流　通　高 39，856231，366231，177232，000229540224，288218，613213，254 188，751 178，237 159，663
注）1．出典は第1表に同じ。
　　2．御用諸預金は，御用預金，御用定期預金，御用当座預金，御用別段預金，御用約定預金の合計である。
　　3．明治23年下期以降の官公預金は，国債元利預金，為三方預金，公金預金の合計である。
　　4．振出手形には地所代金取立手形を含む。
??
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第1期には，御用瀬金並びに御山勺定灘（2^当初、万円）などの勘定が
見られたが，その後1881（明治14）年下半期からは御用諸預り金はいっきょ
に5万円台へと拡大した。これは，同年5月，それまで岡山大蔵省為換（替）
方として備前国岡山地方の国税県税の収税等を扱っていた廣岡久右衛門（当
行創立株主兼役員）の願い出により，以後官公金の扱いを二十二白銀で行うこと
　　　　　　　　（21）
にしたためである。第2期に入り国庫預り金が大きな比重を占めるに至るの
は，日本銀行開業（明治15年10月）にともない岡山大蔵省為換方を廃止し，
日本銀行代理店として国庫金の預託を行うことになったためである（明治16
年10月1日）。同じ頃岡山縣金銭為換方をも拝命した（明治16年9月26日付）。
　つぎに，人民からの諸預り金（人民ヨリ借）をみると，定期預金，当座預
金，約定預金，貯蓄（蔵）預金，別段預金，振出手形などがあった。定期預
金を中心とした中期の貯蓄性の預金と当座預金などを中心とした要求払，言
換（替）取引などのための一時預りの預金がみられる。これに加えて，草創
期からみられる約定預金は，引出し予告期間を定めた通知預金（要求払預金の
一種）とされるものであり，第3回（明治11年下半期）から増大している。別
段預金は「滞貨，期限過貸付の抵当にとった公債証書の利息や地代，家賃
その他銀行でとりおさえたものを総称する」とされているが，本行では第2
期の10年代後半期からみとめられる。この点，デフレ不況下の土地，公債証書
等の質物流込とかかわっている。
　一方，戦前当時の銀行には振出手形があった。これは，「預金受取証書に
似たもので，請求次第仕払いを受」け「自由に責買譲i與」できるとされてい
る。いわば顧客からの預り金等に対して銀行が自己宛に振り出す手形であり
預金の一つに数え得る。別段預金とあわせて振出手形も10年代後半期に激増
した。ほかに，地所代金取立手形，支払（為換）手形，他所への送金のため
（20）第2回考課状には「明治11年6月12日同21日両度二日山縣磨ヨリ御用約定預リ金ヲ
　命セラレ…諸公債証書ヲ上納シ金四萬圓ノ預りヲナセリJとしている。
（21）岡山縣布達引目19号，明治14年5月28日。
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の銀行手形などが存在した。
　預り金のうち大きな比重を占めた定期預金について今少し立ち入ってみる
と，明治10年代当初の1878（明治！1）年上半期の本店の利息平均は年率5．9％
（高利7％～低利4％），期限の平均5、5ヵ月（長期7ヵ月～短期2ヵ月）で
あった。明治10年代後半の1883（明治！6）年以降平均7％台に上昇し，1886
年上半期には平均5B％に下り明治20年代中葉の1892年下半期には4．9％に下
っている。一方，期限平均では，この期間に平均9ヵ月ていどまでに伸びて
いる。玉島支店及び大坂支店でもほぼ同様の傾向が見られる。本支店毎に利
率にバラつきが見られること，また定期の預金期間が平均1年未満と短くな
っていることが特徴的である（第4表参照）。
　一方，当座預金については，草創期は無利息で，第2期に入り，層無利息の
当座預金と利付当座預金の二本立てとなった。利付当座預金の利子は，日歩
3厘～7干ていどで大坂支店が日歩5厘～1銭ていどと相対的に高い。
　定期預金預け主の職業別分布をみると，第4表にみる通り，岡山本店では
当初士族の比重が60％台を占めたがその後！0％台まで減じた（口数では多い）。
これに対して商業者，農業者，その他平民（官吏，僧侶，神官，医者）の比
重が増している。玉島支店では士族の利用者はなく，大坂支店（商業者が高
い）と共に商業者，農業者，その他平民に利用されている。
　当座預金では，商業者，会社，民間銀行などの比重がより高い。銀行の負
債には，預り金のほかに他店からの為押借がかなりあり，短期資金運用の原
資として活用されていた。
　3）資金運用の構造
　資金運用では，人民諸貸付金，政府諸公債証書の保有（ほかに紙幣抵当公
債証書があった）による資金の運用，他店（日本銀行を含む）への為換貸等
がみられる。
（22）　「銀行雑誌』第1号，第2号，　『日本金融史資料』第6巻8ページ及び16ページ参
　照。各銀行で若干内容が異っていた。
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第4表　定期預金の利息，期限と職業別預り先 （金額比，カッコ内は口数）
1織i　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　琵封　　　　　　　　　　預　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　先利息
ｽ均
期限
ｽ均 士　　族
?
工　　　商　　1 会　社 官　吏 僧　　侶_　　官
? そ　の　他
ｽ　　　民
?
年率 ヵ月 ％　　口 ％　　口 ％　　ロ　　％　　口 ％　　口 ％　　口 ％　　口 ％　　口 ％　　　口 ％　　口
岡山本店
?
明治16．上 7．3 6．4 66（18）28．4（5） 5．6（5） 100（28）
〃18，上7．256．8211．1（15）1．0（1） 23．7（19）33．5（6）26．7（13）3．7（2） 100（56）
〃20．上5．3 7．6 39．7（90）21，0（30） 1．6（2） 32．0（36）5．7（5） 100（163）
〃23．下 5．4 8．0 24．2（150）10．4（30） 0．6（3＞ 17．7（77＞ 2．6（11） 7．3（6） 4．3（14）33．0（170）100（461）
〃25．下 4．9 9．0 17．0（124）13．8（71） 1．2（8） 15．0（89）0．0（1） 1．6（10） 5．7（4） 2．8（10）42．7（275）100（592）
玉島支店
明治16．上 1．025．0 20．6（2） 47．6（1） 31．7（1） ユ00（4）
〃20．上4．9 6．5 47。5（7） 26．3（4） 26，2（3） 100（14）
〃23．下 4．8 6．0 29．8（15） 49．2（20） 17．8（7）3．1（1） 100（33）
大阪支店
明治16．下 6．5 4．0 100（3） 100（3）
ク20．上 4．1 5．0 1．0（1）88，0（3） 2．4（1） 4．6（2） 3．9（2） 100（9）
〃23．下5．9 6．0 28．4（4） 71．6（2） ユ00（6）
注）各半季実際考課状による。
?
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　まず，政府諸公債証書への資金運用をみよう。これには，旧公債，秩緑公
債，金豚公債，起業公債などがあり，諸公債証書の華士族層からの買入れ，
保護預りによる運用が見られた。政府諸公債証書は，政府大蔵省への紙幣抵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し当公債分を含めると，草創期の第1期には諸預金を上まわり，明治10年代後
半の第2期にもひき継がれた。しかし，明治10年代中葉頃から両者の関係は
ジグザグの歩みを始め，明治20年代の1890年下半期頃から諸貸付金が1亘常的
に政府諸公債の額を上まわっている。
　諸貸付金の内訳では，貸付金，当座貸越，期限過貸付金，滞貸付金，割引
手形，荷為替手形，引受手形貸付金がみられる。前掲第3表にも示した通り，
諸貸付金の圧倒的部分を占めるのが貸付金で証書貸付が中心をなしている。
第1期では貸付金の割合が100％に近く，第2期の明治10年代後半に入りよう
やく当座貸越の利用が一定の比重を占めるに至った。10年代後半の不況期に
期限過貸付金，滞貸付金が拡大した。地域商品経済の発達の動向を示す割引
手形は，10年代中期から確実に増大している。荷為替手形の発達は，岡山
地方では当初少ないが三々にみられ出している（引受手形資金貸もみられる）。
　上記とあわせて，資金運用には，他店への二三貸が直常的にみとめられ，
また日本銀行への貸が一時期みとめられた。他行とのコルレスポンデンス契
約は，1878（明治11）年4月の第一国立銀行大坂支店との締結を皮切りに以
後急速に拡大，1882年35行，1887年46行，！892年96行に達した。
　諸貸付金の大宗をなす貸付金の内容をより立ち入ってみよう。第5表は岡
山本店及び2支店の貸付金高，利息，期限，借主の職業別の分布についてみ
たものである。草創期の考課状には半期貸付金高，現貸付高等以外にくわし
い記載がないので，第2期以降を中心にみよう。貸付利息は明治10年代中葉
には本支店とも高キモノで2割，低キモノで1割を占めたが，10年後の明治
20年忌中葉には高キモノで1割2分，低キモノで5分～8分程度とほぼ安定
している。また，貸付期限も長キモノで6ヵ月～1年ていどから短キモノで
3日一一16凡ていどとなっている。
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第5表　貸付金の条件と職業別貸付先 （金額比＝％，カッコ内は口数）
利　　　息 期　　　限 貸　　　　　付　　　　　　先　　　　　　別
高利　　低利 長期　　短期 士　　族
?
工
?
会　　社 市町村 その他
合　　計
岡山本店
明治16．上 2割～1割 1年～1ヵ月 33．8（44） 37．1（50）29．1（11＞ 100（125）
18．上 2割～9分 1年一　3日 43，7（54） 11．1（17＞ 38．0（46） 7．0（10） 100（127）
2Q．上 1割一6分 1年～　1Q日27．5（93） 8．3（31） 57．1（83） 7．1（3） 10G（21Q）
23，下 1割4分4厘
`8分4厘 1年～　3日
49．0（88）4．2（11） 34．6（53）12，2（3） 100（155）
25．下 1割2分
ﾚ　～7分 1年～　5日
47．3（101） 2，5（9） 35．2（62）12．4（2） 100（183＞
玉島支店
明治16，上 2割～1割 6ヵ月～1ヵ月 0．4（2） 3（し0（14＞ 27．5（14）41．9（2） 1GO（32）
20．上 1割2分
`7分2厘6ヵ月～　10日
1］．．8（15） 38．6（3）48．7（25） 0。8（5） 100（48）
23．下 1割3分2厘
@　～8分6ヵ月～1ヵ月
LO（2）18．6（2）80．4（45） 100（49）
大阪支店
明治16．上 2割
`1割5分3ヵ月～　10日
1．4（1） 98．6（7） 100（8）
20．上 1割～5分 6ヵ月～　15日21．5（5） 78．5（17） 100（22）
23．下
1割2分
`7分2厘 1年～　15日
11．7（7） 72．4（22） ！6．Q（5） ユOQ（34）
注）その他には官吏，僧侶，私立銀行（以上玉島支店）などがある。
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　貸付先の職業別分布を金額比並びに口数でみよう。岡山本店では士族が
口数では最も多く，金額の比重でも10年代末期には減退するが，なお40％台を
維持している。これに対して商業者はほぼ30％台を維持し会社と合せるとほ
ぼ50％一一・60％を占めていることが注目される。当時農業の比重が高かったこ
ともあり農業者（地主層）への貸付もかなりの比重を占めていた。1892年に
は市町村（岡山市）への貸付も見られた。これに比し玉島支店では士族の比
重は僅少で，商業者が20％台から80％台に達し，商業者，会社を合せて70％
台から90％台に達している。農業者，工業者のほか私立銀行，旧史，僧侶へ
の貸付がみられる。大坂支店でも一部士族への貸付が見られるが同店では商
業者（会社）への貸付が80％一・・90％を占める。
　これを貸付の抵当品種類についてみたものが第6表である。岡山本店では，
耕宅地・家屋，信用，会社株券（及び貸金証書）諸公債証書のほかに紡績会
社の資産である綿糸・繰綿，器械及び米穀，汽船などの比重が高く，玉島支
店でも耕宅地・家屋以外に，紡績所の資産と思われる器械，綿糸・繰綿など
の比重が圧倒的に高くなっている。大坂支店では耕宅地・建物，会社株券な
どが多い。抵当品か．ら後にみるような二十二国銀二本支店の主要貸付先の動
向をほぼ推定し得るといえよう。
　4）預貸率の動向
　銀行の諸預り金と諸貸付金との比率である預貸率についてまとめてみると
前掲第3表及び第1図からもほぼ明らかな通り，草創期の1878年及び1879年，
デフレ不況後の！885年頃から1889年下半期まで及び1891年下半期をのぞくと，
おおむね「貸出超過」となっている。もっともこれを全国の国立銀行平均の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）預貸率と比較すると，平均をやや下まわっているのは，岡山県が当時農業に
（23）後藤新一『日本の金融統計』1970年，44～45ページ，によると，国立銀行預貸率は，
　明治12年末2．4倍，14年末2．5倍，16年宋1．8倍，明治18年以降ほぼ1倍台で推移してい
　る。なお高梁第八十六日銀は郡部にあり，資本金8万円と変らず，1886年上半期の考
　課状を例にみると，預金40，049円，貸付金17，943円（公債保有106，002円），預貸率45
　％にとどまっている。
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第6表　貸付抵当品の種類
耕宅地
E家屋
会社株券
ﾝ金証書
諸公債
ﾘ　書
信用 汽船 米穀 下物
綿糸・繰
ﾈ・紹糸
器　　　　械
i及び建物）
岡山本店
明治16．上 25．2 12．8 9．9 23．212．5 一一X．4 6．1
〃18．上 35．9 20．7 19．1 16．1 3．4 2．3 1．4
〃20．上 32．0 23．3 9．6 14．6 13．5 6．9
〃24．下 26．8 30．8 4．2 16．1 4．2 3．9 9．2
玉島支店
明治16．上 31．2 4．9 0．2 4．7 15．2 10．0 4L9
〃18．上 22．0 4．4 0．3 0．9 4．2 13．6 5LO
〃20．上 19．8 3．6 0．5 0．7 36．7 38．8
大阪支店
・
明治16．上 23．8 7．9 1．4 5．7 7．4
〃18．上 76．7 18．6 2．4 一 一
〃20．上 4．1 14．6 34．2 1．9 21．9 1．6
（金額比，％）
注）1．器械には建物を含む。
　　2．その他には，玉島支店で土蔵，大坂支店で，金物，鉄，金銀貨，雑品及び，強石，柑子油などが見られる。
??。
第1図　第二十二国立銀行の預貸金の推移
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　　注）各半期実際報告による。明治15年上，明治17年下，明治26年上，下は不詳。
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傾斜した産業構造を強くもっていたからであろうか。もっとも，これを，国
公預金をのぞき民間の経済動向を直接反映した銀行としての実質的な預貸率で
みると，初期の1878年下半期と1879年上半期をのぞき以後貸出超過（1883年
下半期4．45倍とトップ）がつづいておしり，云われているような「資金需要の
低調」さは，二十二国鳥に関する限りそれ程みとめられない。
　預貸金の動向に対応し，第二十二国立銀行券（不換紙幣）が流通した。前
掲図にも見られる通り紙幣流通高は第！期をピークにして流通した。ピーク時23
万2，341円（明治13年上半期）であった。しかし，第2期に入り，日本銀行の
創業にともなう急追統一のための紙幣整理事業の下で，1884（明治17）年上
半期から国立銀行券の流通高は漸次減少に向かい，政府の紙幣整理政策が本
行にも浸透して行ったことを示している。
皿　地域産業金融の特徴
　二十二国鳥の主要業務のうち国・県・区（市）町村などの官公金取扱い
（県・市町村貸付を含む），華士族からの政府諸公債買い入れや保護預り，紙
券発行・整理業務をのぞく地域産業金融についてみると，明治10年代は役員，
有力株主層を中心に特定の縁故先貸付が主力を占め，明治20年代に入り本格
的な貸付業務を展開して行ったものとみられる。いま，明治10年代一一・20年代
初頭までの地域産業金融の特徴をみよう。
　1）微緑社，篤好社，楷行三社との関係
　難航していた地租改正事業を断行した高崎県令のもとで，政府の方針に基
づき各種の士族授産事業が進められた。これらに対して，草創期の国立銀行
が，貧窮する士族層から諸公債の買入れや保護預り，諸貸付資金融通を通じ
何らかのかかわりを有したことはいうまでもない。しかし，文字通り「士族
商法」と云われた通り，諸事業の大部分は明治10年代後半のデフレ不況過程
で廃止ないしは消滅して行った。この中で，二十二国銀の資金融通は，20年
代初頭までは，主として池田家のゆかりの旧士族・御用商人をはじめ銀行二
一166　一
第二十二国立銀行に関する一考察　771
員・有力株主たる士族・豪商・豪農・官吏などの特定の人的縁故関係を通じ
て資金運用がなされたのであった。
　士族の帰農運動の～環として下級士族1，000人を擁し10年代初頭呼松（倉
敷市），長浜（牛窓町），胸上（東児町），の開墾を進め，同時に児島湾の干拓
を出願した碧緑社は，当初士族民権家の西毅一（社長），中川横太郎（副社長）
谷川達海（銀行取締役の一人）らの役員を有しており，西毅一らと花房らとの
交流からしても同銀行からの開墾事業への何らかの援助は予想できる。しかし，
下級士族からの諸公債の買入れによる資金造出以外にこの点の明確な資料は
見当らない。事業は1882（明治15）年6月杉山岩三郎らによる伊木社の手に移
　（24）
り，児島湾の干拓の許可はのち，政商藤田伝三郎に許可された（明治22年5月）。
　二十二国銀が直接かかわったものに三好社（明治12年1月創立，当初資本金
16，639円，丹羽寛夫ほか169名の士族結社）がある。池田家が関与したこの結社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tzsは，士族授産のため綿花を中心に輸出向けの織物製造と金銭貸付を主たる業と
した「商會」の一種で，銀行からの諸借入金を通じ醤油製造など多方面に手を出
していたが，開業2～3年で負債が拡大し経営破綻をもたらした。1882（明治
15）年3月24日，株主二代稲川長典，丹羽寛夫の名で池田家家令水原久雄宛救
済の歎願書を提出し響同年6月の「実況上伸書」及び「本社負債高明細帳」に
よると，池田家拝借金，杉山店ほか個入株主からの借入金とあわせて二十二国
銀からの借入金8，000円（年利1割，ほかに日歩による短期借入金），政府拝借金
2，000円などが記録されている。
（24）伊木社から1万！，000円，池田家から3万円の寄贈を受けて手を引き，有終社に改名
　した。
（25）池田家文庫所蔵の篤好日関係資料によると当初資本金3万円で，「当社ノ営業ハ貸附
　金預金工業並二動産不動産ノ三白等ノ商業ヲモ執行スヘシ」（篤好闘規則第十条）とし
　ている。銀行からの借入金等を通じ，士族営業者への金銭貸付・質貸（牛窓質ほか）
　をしており，神戸借行社への貸付もみられる。
（26）篤好望関係資料。ほかに池田家支配人桑原越太郎宛の資金繰の歎願書もあった。‘
（27）同上資料。
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　楷行詰社は，池田家三大事業（銀行，紡績，海運）の一つで，二十二国銀
の本店，大坂支店がかなり深くかかわっていた。楷行會社（明治12年創業）
は瀬戸内海（神戸・岡山間）の船会社で，兵庫の船問屋で備前藩用達の橋本
藤左衛門が当初社長をしていた。池田家からの巨額の出資及び，後に副社
長から同社解散後大阪商船の社長（明治20年）となる河原信可が当銀行の
役員だった関係で，大阪の第四十二国議と共に二十二国恩による資金貸付
が行われ，同銀行は，岡山・神戸支店間の為換（替）送金業務などを担当し
ていた。しかし，経営採算は思わしくなく，1882（明治15）年5月には，株
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）主20名「書ヲ持ッテ」花房端連らに窮状を切々と訴えている。前述の岡山本
店の蒸汽船の貸付金担保は，盛行會社への貸付分であろう。
　2）岡山紡績所・玉島紡績所への金融
　第二十二国訳の初期紡績業への金融は，最も中心的な業務の一つであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29｝山陽地方の綿産地域として歴史的に知られる岡山の地に早くから立地した三
つの紡績所のうち岡山紡績所（当初新庄厚面社長）は，岡山区花畑（岡山市）
にて1879（明治12）年12月，花房信連，新庄厚歯，杉山岩三郎らにより発起
され，明治14年7月開業した。2，000品詞ミュール紡績器械の導入は，池田家
所蔵の古金銀を二十二画面に預託して銀行から資金融通し，また，「紡績所新
　　　　　　　　　く30）築二付銀行土蔵壱棟」をエ場敷地内北部に建て換えるなど，役員，資金（設
備資金や原料綿購入の運転資金）ともに当初から当銀行の分身として機能し
た。しかし，当初業績不振がつづき，1884（明治17）年4月，微官社を継承
し結成された有終社（代表谷川達海）により買い取られて岡山紡績責請が開
業した。その時の「約定書」及び「紡績云返損益豫算」によると，資本金5
（28）借行會社関係資料。
（29）綿生産は，旧小田県・備中地域（備中綿）を中心に備前地域も知られる。この点，
　村上誠「日本における綿業地域の形成」，前掲，石田寛教授退官記念論文集，所収。
　太田健一，前掲書，第一章参照。
（30）岡山紡績所『紡績所設立費豫算』明治十三年。銀行が自ら購入した綿を保管するた
　めの蔵であった。
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万円を株式募集する間2万8，000円を第二十二国銀から借り，その他の営業資
金1万7，000円を含めて有終社及び池田章政から借りること，有終社は政府に
起業のため拝借金（2万5，000円）を申請するが1890年末までに第二十二駅亭
に一定の定期預金を行うことと引き換えにニートニ国銀から紡績會社への資金
融通を受けるなどの取り決めがなされていた｛li）
　岡山紡績雄編は1886年リング精紡機4824錘を導入，同年はじめて純益をあ
げ，以後明治20年代にはほぼ好調な営業成績を示した。
　　　　　　（32）　玉島紡績所（明治14年1月設立，明治15年1月創業，のち玉島紡績會社）も，
　　　　　　　　　　　　　　　　（33）第二十二丁銀玉島支店長難波二郎三郎が2，000錘紡績機の政府払い下げを受
けて開設した。同行玉島支店の発展は，玉島紡績所の営業成績と不可分の関
係にあったことは，前述の支店貸出先及び担保の実態からも推測できよう磐
　3）岡山米商會所・地所取引関係
　岡山米商會所は，米穀取引（投機）を目的に1877（明治10）年2月5日，
資本金3万円，22名の株主（うち町田成義頭取ほか士族19名）により二十二国
銀と同じ岡山区船着町に開業した。資本金3万円のうち3分の2の2万円は現
金を公債証書と取りかえ当初営業保証金として県庁へ差し出していたが，同
年12月第二十二国立銀行へ預けがえとなり，その保証書を県庁で保管するこ
　　　　（35）
ととなった。同時に仲買人の身元金公債証書も銀行が保護預りすることとな
（31）池田家文庫，紡績會社関係資料並びに岡山市立図書館蔵，『岡山紡績関係書類』によ
　る。なお，谷口澄夫，香川眞一遺稿「自伝稿（下）」『瀬戸内海研究』第12号，1959年に
　は，「一杭間ノ成敗隔日二銀行二大関係アル」点が記されている。
（32）岡山紡績會社，玉島紡績會社の営業成績については，絹川太一『本邦綿紡績史』第
　2巻，日本綿業倶楽部，1937年。玉島紡績会社は明治32年破産した。
（33）難波二郎三郎と玉島紡績所については「難波二郎三郎氏の紡績談」『岡山商業会議所
　彙報』第1号，5～8ページ，明治29年12月，参照。
（34）第20回考課状（明治20年6月）には，玉島支店の景況について「該地商品中主位ナ
　ル肥料綿花トモー心土ガスレノ為メ非常二騰貴シ就中肥料ハ最低価ヨリ殆ンド相倍シ
　之レが伯山自然金融上二影響ヲ来シ…」と記している。
（35）岡山縣史料，41－2雑事一。
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つたのである。
　10年代の米価変動期における地主・米穀商・仲買人らの米穀取引・投機に
対する資金融通が，銀行及び類似会社等（貸金業・質屋業）を通じて行われた
事は事実だろう。もっともその事と合せより重要な点は，明治10年代前半か
ら後半にかけての県下の土地移動→地主への土地集中が進むことが指摘され
　　　（36）
る中で，二十二国銀や銀行類似会社がこの点にどのような役割を演ずるかで
ある。すでにみた銀行の滞貸付金（第3表）や貸付担保における耕宅地の大
きさ（第6表），第7表にみる10年代後半の銀行所有物における質物流込のた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3力い積（→銀行によるその売買処分）の実態が示唆を与えているといえよう。
　4）鉄道株式；募集への払込協力
　第十五国立銀行による日本鐵道株式会社（池田章政が理事をかねていた）の
株金公募の県内代理店を二十二国運が担当し為替業務などを行った（明治15
年以降）。また，山陽鐵道株式會社（明治19年中上川彦次郎らにより創立）の神
戸以西鉄道敷設の岡山県下の発起人に二十二国銀取締役の難波二郎三郎をは
じめ林醇平，板谷九郎，三宅最平が参画し（i8）岡山県内では村上長毅（当時第二
十二国立銀行頭取）ら上記発起人を含む24名が50株以上の株主となっている139）
（36）紳立春樹『明治10年代の岡山県における土地移動の地域的状況」岡山大学『経済学
　会雑誌』13－4，1982年参照。
（37）明治10年代前半から後半における地主の土地集中との関連では，この時期の貸金業・
　質店の発展が注目される。岡山県統計書記載の明治15年末の質店は，管内工数1510店
　　（うち岡山区97店），年末貸金残高289，664円，明治16年末には店数947店（うち岡山区
　1Q5店），年末貸金残高386，990円に達し，土地の質入，書入と一定の相関性を有してい
　る。二十二国銀と一八期の土地集中との関連については，①前述の篤好色ほか±：族授
　産のいくつかの貸金業（ほかに割信社など）への資金融通，②10年代後半の滞貸付・
　質物流込（耕宅地ほか）の顧客への低価格による売却（第16回考課状ほか）をとりあ
　えず指摘できよう。
（38）　『明治期鉄道史資料』第2集（3＞一H．「山陽鐵道會社創立史」，日本経済評論社，
　1980年による。
（39）　『山陽官道會社創立略記』による。
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第7表　本支店の利益金，積立金，割賦金等
明治11年上 明治12年上 明治16年上 明治17年上 明治18年下明治19年上明治20年上明治23年下明治25年下
本　店総利益金 10，158 25，279 33，375 35，922 35，461 39，592 43，28836643　， 43472　，
玉島支店　〃 2，734 6，586 4，618 4，523 4，396 4，0626，589 7，672
大阪支店　〃 2，573 2，525 4，655 9，191 9，20716，928 19276　，
本　　支　　店
漉?v金合計 10，158 28，322 421534 43065　， 44，639 53，18056，557 60，161 70420　，
支払利息
@その他諸経費 2，914 8，89912，011 13，906 14293　， 17118　， 21323　， 25，757 32093　，
引純利益 7，224 19，423 30，523 29，159 30，34636061　， 35，234 34，40338，328
920 1，700 1，000 1，0002，000 5，000 5，000 2，000 3，000うち積立　金
@　割賦　金 3，250 5，00020，100 20，100 19，50019500　， 18750　， 18，750 18，000
割賦金割合
100円二付
@6円50銭
N1割3分
100円二付
@　5円i1株2円
@50銭）
100円二付
@6円70銭
N1割3分
@　　4厘
100円二付
@6円70銭
N1割3分
@　　4厘
ユ00円二付
@6円50銭
N1割3分
100円二付
@6円50銭
N1割3分
100円二付
@6円25銭
N1割3分
100円二付
@6円25銭
N1割3分
100円二付
@　　6円
N1割3分
紙幣二二
@　元資積立金 一 　 一 5，849 14，605 17，524 23，769 48，387 61，088
銀行所有物 ｝ 一 『 13，721 15844　， 14944　， 16，310 6，890 4，90闇
うち質物
@　流込高 一 ｝ ｝ 2，520 5，970 5，620 8β20 2，700 一
注）各半季実際報告考課状により作成。
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　　lV　むすび
　以上，岡山第二十二国立銀行が，士族授産→池田家三大事業の一つとして
開業されながら，①役員はじめ銀行経営は当初から旧池田藩士族・御用商人
らに一任されていたこと，そうして株主も当初過半を占めていた池田家が明
治10年代後半の不況期をへて全面的に後退し，明治20年代にかけ下級士族や
商人，地主＝豪農層など平民の手に移って行ったこと，②二十二銀行の預貸金
は，草創期低調な一時期もあったが，岡山本店，玉島支店，大坂支店を中心
にほぼ着実な資金需要の拡大が見られ，貸出超過の半期もかなり見られるこ
と，そうして，③諸預金（定期預金ほか）に占める下級士族とあわせ商業者，
農業者（地主），会社などの比重が漸次高まる中で，諸貸付も，！0年代当初は
とくに人的関係を通じて紡績をはじめ，海運，米商会所，物産・土地取引関
係などを中心に向けられ，地主制の形成と初期産業資本の形成に果たした同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）行の役割は結果としてはかなり大きかったといえるだろう。
　そのことは，岡山本店及び2支店の損益勘定が当初の1時期の「景況ノ停滞」
はあったものの恒常的な利益金，積立金，株主への割賦金をもたらしたこと
にもあらわれていた（第7表参照）。とくに，明治10年代のデフレ不況期（と
くに1873年，1874年）後1886（明治19）年以降「順調ナル発達」をとげるに
至ったのは，岡山紡績，玉島紡績の二紡績会社の営業成績の好転と不可分の
　　　　　　　　　　　　　　（41）関係を有していたことであろう。また，山陽丸丸開通（明治24年3月，三石一岡
山問，7月までに笠岡まで開通）後の紡績・製糸・鉱山業をはじめとする企業興
隆，銀行条例公布（明治23年8月，25年11月より施行）後の銀行の籏生，そうし
（40）加藤俊彦『本邦銀行史論』東京大学出版会，1957年目，この時期の銀行の役割を「日
　本資本主義の後進性」に基因するとしている。
（41）ただ注意すべき点は，二十二国銀の後援を得て何回かの危機を回復し発展した岡山・
　玉島両紡績會社が明治31・一32年の綿糸紡績業の過剰生産恐慌で大きな打撃を受け（→
　同時に株式會社二十二銀行も明治34年恐慌でいっきょに経営悪化），紡績5社の合同問
　題へ進むのに対し，自生的に発展した倉敷紡績が成長してゆく事実であろう。
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て，岡山経済界の日清戦争時及び戦後の景気上昇などを反映するものでもあ
った。1897年の満期時には，二十二国銀の資本金は150万円にも達し，岡山の
地では民間善通銀行への継承が地場諸企業から強く要望されていた事実に培
われわれは，まず，注目しておかなければならないのである。
（42）岡山商業會議所は，香川眞一会頭名で1896（明治29）年2月1日，衆議院議長楠本正
　　隆宛に「螢業満期国立銀行私立継続ヲ要スル儀二付請願」書を提出していることが
　　注目される（『明治財政史』第13巻，590－593ページ）。
　〈あとがき〉
　本稿作成に当り，田中生夫教授をはじめ，石田寛広島大学名誉教授（現福山大），富士
銀行本店並びに同岡山支店関係者，中国銀行本店総務部の高橋義雄氏，岡山東商業高校
教諭太田健一氏ほかの方々の御助言と御協力を頂いたことを付記し，謝意を表します。
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